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沿革 1970 年、広島大学は大学改革の一環として「大学問題調査室」を設けました。こ

の「大学問題調査室」を発展的に改組し、1972 年、日本で最初の大学・高等教育

研究の専門機関である「大学教育研究センター」が広島大学の学内共同教育研究

施設として誕生しました。さらに 2000 年には、名称を「高等教育研究開発センタ

ー」に改め、9 つの領域からなる教育研究体制へと改組・拡充し、現在に至りま

す。また、2002 年度には、21 世紀 COE プログラム人文科学分野（教育学）「21

世紀型高等教育システム構築と質的保証」に採択され、2008 年度には、文部科学

省戦略的研究推進経費による研究＜略：戦略的研究プロジェクト＞が展開されて

います。2016～2018 年度には、文科省より全国共同利用・共同研究拠点体制充実

のための予算を受けました。今後も、高等教育研究の国際的・国内的な学問中心

地として拠点形成の整備発展をさらに推し進めていきます。 

特徴 ■広島大学の学内共同利用センター 

 広島大学における教育、研究、管理運営に関する調査研究をはじめ公開研究会の開

催、教育、教職員の研修、出版活動などを通じて全学共同センターとしての機能を

果たしています。 

■全国の高等教育研究者に開かれた共同利用センター 

 全国の各大学や研究機関等の優れた研究者を客員研究員として委嘱する客員研究

員制度により、先駆的な研究を積み重ね、その役割を果たしています。 

■国際的に開かれた高等教育研究センター 

 国際会議やセミナーを主催するほか、UNESCO や OECD 等国際機関の要請を受けて

多くの共同研究に参画しています。また、短期・長期の外国人研究員や大学院生を

受け入れたり、欧文出版物の刊行により日本の高等教育研究の成果を海外へ紹介し

たりすることも重要な活動です。 

■大学院教育による高等教育の専門家の育成 

1986 年に大学・高等教育の分野では日本で初めて大学院博士課程前期・後期を設置

し（2000 年度改組し、前期は教育学研究科高等教育開発専攻、後期は同教育人間科

学専攻〔高等教育学〕）、高等教育の研究者と専門職従事者の養成を行っています。 

■大学・高等教育の全国的情報の集積・発信センター 

 大学・高等教育関係文献・資料類の収集と整備については、世界的に見ても有数の

質と量を誇っています。また最近では、Web サイトの充実にも力を入れており、高

等教育研究の裾野の拡大に努めています。 



出版物 ・「大学論集」  

・「高等教育研究叢書」  

・「Higher Education Forum」  

・「コリーグ」 

※出版物の概要や過去の出版物については下記サイトでご紹介しております。 

https://rihe-publications.hiroshima-u.ac.jp/ 

公募情報 大学データサイエンス・大学 IR（Institutional Research）准教授または助教 1 名 

詳細⇒https://rihe.hiroshima-u.ac.jp/2026/04/kobo-2026-kyouin/ 

【応募期限：2026 年 6 月 30 日（火）17:00（日本標準時：必着）】 

2026 年 5 月現在 
 


